
鍬�鍬を造ったとされる記述は古く、岡ノ内百尾の三社大明神　寛文7年（1667年）の棟札に「鍛冶百尾久介但地普請鍬皮是作也」とあり、また野中兼山が行なった「新
田開発」等では多く使用されたと思います。�

田や畑を耕すほか、�
除草や植林等に使用する道具です。�
唐鍬、平鍬、又鍬等があります。�

沿革�


